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定期大会開催報告 
2022 年度執行部が始動しました 

 

2022 年10 月28 日に 2021 年度定期大会が開催され、射場大輔先生を執行委員長とする 2022 年度執行部が発足

しました。 皆さま方には、今年度も組合活動へご協力くださいますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 2022年度の執行

委員、代議員は下記のとおりです。 

・2022年度執行委員 

執行委員長：射場 大輔     副執行委員長：金折 賢二、 半塲 祐子 

書記長：竹井 智子      書記次長：本柳 仁、 山田 和志 

執行委員：秋野 順治、 井本 裕顕、 北村 恭子、 永原 実、 布目 淳、 古川 進一郎、 松田 剛佐、 山口 勝 

会計監査：来田 宣幸、 澤井 伸吾、 山口 陽子 

・2022年度代議員 

A（事務）：北口 剛史、 東山 隆司  B（材料化学系）：木梨 憲司、 小林 治樹   C（分子化学系）：布施 泰朗 

D（情報工学・人間科学系）：西崎 友規子  E（電気電子工学系）：鐘ヶ江 一孝、 比村 治彦   F（機械工学系）：軽野 義行  

G（デザイン・建築学系）：笠原 一人、 三宅 拓也   H（応用生物学系、繊維学系）：吉村 亮一    

I（基盤科学系）：武石 拓也、 坪田 康    J（高度技術支援センター）：秋山 剛志、 山本 和毅 
 

10 月28 日の定期大会では、各議案に対して活発な議論が交わされました。  

＊第3号議案「2022年度活動方針について」 

①当日配布した資料の落丁分、「3．組合組織・活動の強化と拡大」と「４．全国、地域的連携の取り組み」を追加し、 

②「2．労働条件・職場環境に関する取り組み」で言及された技術職員の人数の減少について、技術職員数の推移や他の

工科系国立大学法人の技術職員数との比較を加えた修正案が出されたため、修正しました。  

＊第４号議案「2022年度予算」・５号議案「職員組合専属事務員の業務委託の提案」 

①「2022 年度特別会計（共済会計）予算（案）」に関して、教職員共済加入者がいる間は特別会計を維持する必要がある

という意見が出されました。そのため、「業務委託手数料収入」の予算額を０円から 60,000 円に修正しました。 

②第５号議案に関して、組合活動の維持のために必要であるとして賛同意見が出されました。 
 

修正した議案書と議事要録を送付いたします。議案書は、修正箇所が黄色でハイライトされていますので、ご確認ください。 

以上の活動方針・予算案に基づいて、新執行部では活動を進めて参ります。 

職場での困りごと、組合の活動へのご意見、法人への要求事項など、何かご意見などがありましたら、お近くの執行委員

または代議員にお伝えいただくか、下記までお知らせください。 

  ・ご意見等の送り先： kitu_shikko@googlegroups.com 
  ・匿名で声を寄せられる場としてのフォーム：https://forms.gle/xNYPvweCy8LoWVNKA 
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